
 

 

【 主任介護支援専門員研修及び主任介護支援専門員更新研修について 】 

（別紙２－①） 

①主任介護支援専門員研修について 

１．対象者 

受講対象者は、地域包括支援センター、介護保険施設又は居宅介護支援等のサービスを提供する事

業所に勤務し、介護支援専門員の業務に関し十分な知識と経験を有する介護支援専門員とする。具体

的には、以下の①から⑤のいずれかに該当し、かつ、介護支援専門員研修[専門研修課程Ⅰ][専門研

修課程Ⅱ]又は実務経験者に対する介護支援専門員更新研修を修了した者とする。ただし、現に地域

包括支援センターに従事する者及び従事する予定の者については、[専門研修課程Ⅰ][専門研修課程

Ⅱ]を修了する見込みのある者とする。なお、平成１５年度以降に実施された介護支援専門員現任研

修基礎研修課程Ⅰ又は基礎研修課程Ⅱを修了している者は、専門研修課程Ⅰを修了したものとみなす。 

①専任（常勤専従）の介護支援専門員として従事した期間が５年（６０ヶ月）以上の者（ただし、居

宅（常勤）の管理者との兼務は期間として算定できるものとする）。 

②ケアマネジメントリーダー養成研修の修了者又は日本ケアマネジメント学会が認定する認定ケアマ

ネジャーであって専任（常勤専従）の介護支援専門員として従事した期間が３年（３６ヶ月）以上

の者（ただし、居宅（常勤）の管理者との兼務は期間として算定できるものとする）。 

③主任介護支援専門員に準ずる者として現に地域包括支援センターに配置されている者。 

④広島県介護支援専門員実務研修、実務従事者基礎研修、専門研修、再研修、更新研修及び主任介護

支援専門員研修の講師を務めた者であって、介護支援専門員として従事した期間が通算して５年（６

０ヶ月）以上である者。 

⑤現に地域包括支援センターに勤務し、介護支援専門員としての業務の従事期間が通算して５年以上

ある者で、市町長が主任介護支援専門員にふさわしいとして推薦する者。 

 

２．実施期間 令和元年８月～令和２年２月頃（予定） 
 

３．申込み時の課題及び受講決定後に提出する事例について（予定） 

  この研修では、主任介護支援専門員としての役割を果たすことができる者を養成する観点から、受

講希望者に対し次の課題を提出させることにより、利用者の自立支援に資するケアマネジメントが実

践できていると認められる者を受講対象とします。 
  また、「対人援助者監督指導」「個別事例を通じた介護支援専門員に対する指導・支援の展開」など

の科目で、受講者の提出事例を活用し演習を行います。 
（１）受講申込み時の課題について 
・レポート･･･テーマ：地域包括ケアシステム構築における主任介護支援専門員の役割と機能 

文字数：1,100～1,200 字以内（所定の様式あり） 
・事例･･･「利用者の自立支援に資するケアマネジメントを実践したことを示す担当事例」とそれに

関する書類の提出 
（２）受講決定後に提出する事例について 
 ・事例･･･「利用者の自立支援に資するケアマネジメントを実践したことを示す担当事例」または「他

の介護支援専門員に相談したい事例」 
※上記に記載しておりますレポート・事例のテーマは平成３０年度のものです。平成３１年度のテー

マについては、受講申込みの際に提示いたします。 
 
４．受講料 62,000 円（税込）＊テキスト代込 

別紙２ 
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（別紙２－②） 

②主任介護支援専門員更新研修について 

１．対象者 

  受講対象者は、主任介護支援専門員研修修了証明書の有効期間がおおむね２年以内に満了する者で

（具体的には、平成２４年度から平成２６年度までに主任介護支援専門員研修を修了した者（経過措

置対象者）と平成２７年度に主任介護支援専門員研修を修了した者、平成２８年度に主任介護支援専

門員更新研修を修了した者）、かつ、次の①から⑤までのいずれかに該当する者です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 「研修」とは、介護支援専門員法定研修（実務研修におけるケアマネジメントの基礎技術に関

する実習を除く。）及び※２に掲げる研修に限ります。 

※２ 「研修等」とは、特に主任介護支援専門員の資質向上に資すると判断できるものに限ります。

該当する研修は一覧表に掲載しているとおりです。 

＊平成２８年度、平成２９年度と平成３０年度の研修一覧をそれぞれ添付（P6～P16） 

 ※３ 「年４回以上参加した」とは、主任介護支援専門員の有効期間（５年）内のいずれかの１年度

において、法定外の研修等を４回以上修了したことをいいます（主任介護支援専門員更新研修（以

下、「主任更新研修」という。）の初日の前日までに「年４回以上」参加すること）。 

 ※４ 知事の認定を受けたケアマネマイスター広島とします。 

  

・主任介護支援専門員の有効期限が令和２（平成３２）年３月３１日（平成３１年度）までの更新

対象者は、必ず平成３１年度に修了してください。 

・主任介護支援専門員の有効期限が切れてしまった場合、主任介護支援専門員はもちろん、介護支

援専門員（有効期限が切れている場合）としても従事できなくなる場合もございますので、注意し

てください。 

・万が一、主任介護支援専門員の有効期限が切れてしまった場合（介護支援専門員としての有効期

限内であれば）、再度、主任介護支援専門員研修（７０時間）を修了されると、主任介護支援専門

員として復帰することが可能です。 

 

２．実施期間 令和元年１１月頃～令和２年２月頃（予定） 
 
３．申込み時の課題及び受講決定後に提出する事例について（予定） 

この研修は、「主任介護支援専門員としての役割を果たすには、多職種との連携や介護支援専門員に

対する助言・指導や地域での活動等の実務を通じて、主任介護支援専門員としての必要な知識・技術等

を高めていくことが必要不可欠であり、実践を通じた能力向上を担保する必要がある」との考えから創

設されました。こうした研修の基本的考え方に基づき受講希望者には次の課題を提出いただきます。 
（１）受講申込み時の課題について 
 ・レポート･･･テーマ：地域共生社会構築における主任介護支援専門員の役割と機能 

文字数：2,200 字～2,400 字以内（所定の様式あり）。 
 
 

①介護支援専門員に係る研修（※１）の企画、講師やファシリテーターの経験がある者 

②地域包括支援センターや職能団体等が開催する法定外の研修等（※２）に年４回以上参加した 

（※３）者 

③日本ケアマネジメント学会が開催する研究大会等において、演題発表等の経験がある者 

④日本ケアマネジメント学会が認定する認定ケアマネジャー 

⑤主任介護支援専門員の業務に充分な知識と経験を有する者であり，県知事が適当と認める者 

（※４） 
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（２）受講決定後に提出する事例について 
この研修の科目「主任介護支援専門員としての実践の振り返りと指導及び支援の実践」では、受

講者自身が他の介護支援専門員に対し行った指導（もしくは支援）実践事例をもとに演習を行うた

め、事例提出を受講の必須要件とします。 
・事例：「受講者自身が他の介護支援専門員に対し行った指導（もしくは支援）事例」 

【７科目（下記に示した７類型のテーマ）ごとに、１つの事例を提出することが必要】 
 
※記載しておりますレポート・事例のテーマは平成３０年度のものです。平成３１年度のテーマにつ

いては、受講申込みの際に提示いたします。 
 
【７類型のテーマ】 

１ リハビリテーション及び福祉用具の活用に関する（事例を担当した介護支援専門員に対する指

導）事例 
２ 看取り等における看護サービスの活用に関する（事例を担当した介護支援専門員に対する指導）

事例 
３ 認知症に関する（事例を担当した介護支援専門員に対する指導）事例 
４ 入退院時等における医療との連携に関する（事例を担当した介護支援専門員に対する指導）事例

５ 家族への支援の視点が必要な（事例を担当した介護支援専門員に対する指導）事例 
６ 社会資源の活用に向けた関係機関との連携に関する（事例を担当した介護支援専門員に対する指

導）事例 
７ 状態に応じた多様なサービス（地域密着型サービス、施設サービス等）の活用に関する（事例を

担当した介護支援専門員に対する指導）事例 
  
【作成・提出する資料】 
・受講者が他の介護支援専門員を指導（もしくは支援）した概要 
・受講者が指導（もしくは支援）した経過記録 
・受講者が指導（もしくは支援）した他の介護支援専門員の担当事例の概要 

  
４．受講料  38,000 円（税込） 
   ＊テキスト代別（＊別途、中央法規出版発行のテキスト（4,104 円：税込）を購入いただく予定） 
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（参考） 

 

 

主任介護支援専門員更新研修の受講要件である 

「地域包括支援センターや職能団体等が開催する法定外の研修等」について 

 
 
主任介護支援専門員更新研修（以下、「主任更新研修」という。）受講要件②である「地域包括支援セ

ンターや職能団体が開催する法定外の研修等（以下「法定外の研修等」という。）」とは、主任介護支援

専門員を対象とし、主任介護支援専門員の資質向上に資する内容であって１回あたり 90 分以上である

ものとし、具体的には表１のとおりとします。 
  なお、法定外の研修等において、受講生としてではなく、企画担当、講師として参加した場合は、

主任更新研修受講要件①を満たすものとします。 
 
表１ 法定外の研修等の実施主体 

実施主体 備考 

広島県 
広島県介護支援専門員協会

（以下、「当会」）における生涯

学習制度のうち、主任更新研

修の受講要件②として承認を

受けたもの 

一般社団法人日本介護支援専門員協会 

一般社団法人広島県介護支援専門員協会 

広島県介護支援専門員協会地域ブロック 

広島県地域包括・在宅介護支援センター協議会 

鳥取県介護支援専門員連絡協議会，島根県介護支援専門員協会，

岡山県介護支援専門員協会，山口県介護支援専門員協会 

実施主体が法定外の研修等

と認めた研修「年４回以上の

参加」のうち２回までカウント

できる 

 

【留意事項】 

 （１）該当する法定外の研修等については、広島県及び当会がホームページ上で適宜公開します。 
 
 （２）主任介護支援専門員の更新に資するとして、当会が個別に認め、広島県及び当会のホームペー

ジで公開されているものを対象とします。 
 
 （３）主任更新研修受講要件②の研修等については、当会が修了者履歴を一元的に管理しております

が、主任更新研修の申込みの際には、修了証明書または研修を受講したことを証明するもの（例：

生涯学習シート）の提出を求めますので、法定外の研修等の実施主体が発行する修了証明書等は、

各自が適切に保管してください。 
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（別紙２－③） 

広島県主任介護支援専門員更新研修に係るＱ＆Ａ（平成 31 年 4月 8日現在）広島県ホームページより） 

Q1 要件①の「講師・ファシリテーター」には，実

務研修における「ケアマネジメントの基礎技

術に係る実習」で実習指導者として従事し

た場合も含まれますか。 

A1 含まれません。 

Q2 要件②について，研修等に「年４回以上」参

加するのは，有効期限内の毎年度ですか，

いずれかの１年度で良いのですか。 

A2 主任更新制度創設の目的である質の向上という観点からは，毎年度４回以上

の参加が望ましいですが，家庭・職場・自身の事情等により４回以上の参加が

難しい年度もあると考えられることから，「いずれかの１年度で４回以上」としま

す。 

Q3 要件②について，例えば「ある年度に２回，

次の年度に２回」など，有効期間内であれ

ば４回の研修を年度をまたいで受講して

も，更新要件を満たしますか。 

A3 要件（２）の「年４回以上」とは，ある１年度（４月１日～翌３月 31 日）の間に４回

以上を受講することが必要です。年度をまたいで受講した研修の合算はできま

せん。 

Q4 要件②について，県外の実施主体が実施

した研修を受講した場合は実績としてカウ

ントできますか。 

A4 日本介護支援専門員協会や，中国地方各県の介護支援専門員協会が実施し

た研修のうち，広島県介護支援専門員協会が適当と認めた研修については，

年４回のうち２回までカウントできます。 

Q5 要件①②について，市町や地域包括支援

センターが単独で開催した研修は対象外で

すか。 

A5 市町や地域包括支援センターが開催する研修であっても，特に主任介護支援

専門員の更新に資する研修であって，広島県介護支援専門員協会が適当と認

めたものについては，対象となります。 

申請方法等については，直接，同協会へお問合せください。 

Q6 要件①②について，要件を満たした年度と

主任更新研修受講年度は同一でなければ

なりませんか。 

A6 「いずれかの１年度」は主任更新研修受講年度と同じでなくても良いです。（例：

平成 28 年度に要件を満たし，平成 30 年度に主任更新研修受講も可） 

Q7 要件①②について，平成 27 年度以前に経

験したものも実績としてカウントできます

か。 

A7 カウントできません。平成28年度以降であって，主任介護支援専門員の有効期

限内に，広島県介護支援専門員協会が適当と認めた研修等へ参加した場合の

みカウントできます。 

Q8 要件②について，該当する研修はどこで公

表されていますか。 

A8 次のホームページで公表しています。情報は適宜，更新する予定です。 

・広島県ホームページ「主任介護支援専門員更新研修の受講要件を満たす法

定外の研修等の一覧」

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kaigosiennsennmonninn/shunin-koushin-

houteigai-ichiran31.html 

・広島県介護支援専門員協会ホームページケアマネの輪「【研修】 主任介護支

援専門員更新研修の受講要件を満たす法定外の研修等の一覧」 

http://www.hcma.or.jp/kensyu/2019/03/000365.html 

Q9 要件③について，平成 27 年度以前に参加

した大会等も含まれますか。 

A9 含まれません。平成 28 年度以降であって，主任介護支援専門員の有効期限内

に参加したもののみが対象です。 

Q10 要件⑤について，県知事が適当と認める者

はどのような者ですか。 

A10 県知事の認定を受けたケアマネマイスター広島とします。 
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5
/
3
1
（
火
）

5
「
事

例
研

究
及

び
事

例
指

導
法

」
（
指

導
者

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
向
け
）
【
実
践
編
】
広
島
会
場

一
般

社
団
法
人
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

2
0
1
6
/
6
/
6
（
月
）

6
「
事

例
研

究
及

び
事

例
指

導
法

」
（
指

導
者

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
向
け
）
【
実
践
編
】
福
山
会
場

一
般

社
団
法
人
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

2
0
1
6
/
6
/
7
（
火
）

7
平

成
2
8
年

度
主

任
介

護
支

援
専

門
員

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
ク
ロ
ー
ズ
ド
）
研
修
　
※
全
5
日
間
参
加
で
き
た
方

一
般

社
団
法
人
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

2
0
1
6
/
6
/
1
1
（
土
）
・
7
/
3
0
（
土
）
・
8
/
2
0
（
土
）
・
9
/
2
7
（
火
）
・
1
0
/
2
2
（
土
）

8
「
地

域
連

携
室
か

ら
み

た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
と
留
意
点
」
研
修

一
般

社
団
法
人
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

2
0
1
6
/
6
/
1
1
（
土
）

9
「
精

神
科

医
療

と
介

護
と
の

連
携

を
支

え
る
知
識
と
技
術
」
研
修

一
般

社
団
法
人
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

2
0
1
6
/
8
/
1
9
（
金
）

1
0

「
ス
ト
レ
ン
グ
ス
モ
デ
ル

を
活

用
し
た
地

域
包

括
ケ
ア
の
構
築
」
研
修

一
般

社
団
法
人
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

2
0
1
6
/
9
/
9
（
金
）

1
1

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
『
地

域
』
を
と
ら
え
る
視
点
と
方
法
」
研
修

一
般

社
団
法
人
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

2
0
1
6
/
9
/
2
4
（
土
）

1
2

「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の

住
民

活
動
の
活
用
と
創
出
の
方
法
」
研
修

一
般

社
団
法
人
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

2
0
1
6
/
1
0
/
1
（
土
）

1
3

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
～

ケ
ア
マ
ネ
支

援
と
ス
ー
パ

ー
ピ
ジ
ョ
ン
～

広
島
市
西
区
ブ
ロ
ッ
ク
（
西
区
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
勉
強
会
）
2
0
1
6
/
0
5
/
0
7
（
土
）

1
4

平
成

2
8
年

度
主

任
介

護
支

援
専

門
員

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
整

理
の

手
法

と
地

域
ケ
ア
会

議
」

一
般

社
団
法
人
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

2
0
1
6
/
7
/
1
2
（
火
）

1
5

平
成

2
8
年

度
第

1
回

ケ
ア
プ
ラ
ン
点

検
研

修
広
島
県

2
0
1
6
/
6
/
2
1
（
火
）

1
6

福
山

地
区

ケ
ア
マ
ネ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
会

～
更

新
研
修
創
設
で
求
め
ら
れ
る
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
役
割
と
機
能
～

福
山
ブ
ロ
ッ
ク
会

（
福

山
地

区
ケ
ア
マ
ネ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
会

）
2
0
1
6
/
6
/
2
8
（
火
）

1
7

佐
伯
区
主
任

介
護

支
援

専
門

員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研

修
会

～
効

果
的

な
イ
ン
テ
ー
ク
面

接
に
つ
い
て
（
実

践
編

）
～

広
島

市
佐
伯
区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
6
/
8
/
5
（
金
）

1
8

平
成

2
8
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者
に
焦
点
を
当
て
た
事
例
検
討
会
」
①

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク
（
尾

道
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
6
/
7
/
1
9
（
火
）

1
9

地
域

ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
と
社

会
資

源
の

開
発
学
習
会

広
島
市
南
区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
6
/
7
/
2
5
（
月
）

2
0

平
成

2
8
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者
に
焦
点
を
当
て
た
事
例
検
討
会
」
②

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク
（
尾

道
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
6
/
7
/
2
6
（
火
）

2
1

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
指

導
者
）
と
し
て
習
得
す
べ
き
知
識
・
技
術
・
役
割
等
を
学

ぶ
～

指
導

的
立

場
に
立

つ
主

任
介

護
支

援
専

門
員

と
し
て
指

導
・
助

言
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
～

①
府

中
町

ブ
ロ
ッ
ク
（
府
中
町
域
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
協
議
会
）
2
0
1
6
/
8
/
1
0
（
水
）

2
2

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
指

導
者
）
と
し
て
習
得
す
べ
き
知
識
・
技
術
・
役
割
等
を
学

ぶ
～

指
導

的
立

場
に
立

つ
主

任
介

護
支

援
専

門
員

と
し
て
指

導
・
助

言
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
～

②
府

中
町

ブ
ロ
ッ
ク
（
府
中
町
域
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
協
議
会
）
2
0
1
6
/
9
/
2
7
（
火
）

2
3

緩
和

ケ
ア
　
専

門
研

修
広
島
県
緩
和
ケ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

2
0
1
6
/
9
/
6
（
火
）

2
4

緩
和

ケ
ア
　
専

門
研

修
広
島
県
緩
和
ケ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

2
0
1
6
/
9
/
1
6
（
金
）

2
5

府
中

地
区

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

定
例
研
修
会
～
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～

府
中

地
区
ブ
ロ
ッ
ク
（
府
中
地
区
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
）
2
0
1
6
/
8
/
3
1
（
水
）

2
6

地
域
包
括
ケ
ア
・
介

護
支

援
専

門
員

研
修

～
地

域
包

括
ケ
ア
に
お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

役
割

に
つ
い
て
～

三
次

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
6
/
8
/
2
5
（
木
）

2
7

平
成

2
8
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者
に
焦
点
を
当
て
た
事
例
検
討
会
」
③

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク
（
尾

道
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
6
/
9
/
6
（
火
）

2
8

平
成

2
8
年

度
第

2
回

大
竹

市
介

護
支

援
専

門
員
連
絡
協
議
会
研
修
会
～
事
例
検
討
会
～

大
竹

ブ
ロ
ッ
ク
（
大

竹
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
6
/
9
/
1
5
（
木
）

2
9

平
成

2
8
年

度
第

1
回
主

任
介

護
支

援
専

門
員

部
会

主
催

研
修

会
～

グ
ル
ー
プ
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
用
い
て
の
事
例
提
供
者
に
焦
点
を
当
て
た
事
例
検
討
会
～

三
原

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
6
/
9
/
2
0
（
火
）

3
0

佐
伯

区
主

任
介

護
支

援
専

門
員

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会
～
困
難
事
例
の
特
徴
と
そ
の
対
処
法
～

広
島

市
佐
伯
区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
6
/
1
0
/
5
（
水
）

6



平
成
２
８
年
度
　
主
任
介
護
支
援
専
門
員
更
新
研
修
の
受
講
要
件
を
満
た
す
研
修
一
覧

番
号

研
修
名
称

主
催
者

実
施
年
月
日

3
1

主
任
介
護
支
援

専
門

員
研

修
～

主
任

介
護

支
援

専
門

員
が

、
地

域
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
育

て
る
た
め
に
必

要
な
事

～
広
島
市
西
区
ブ
ロ
ッ
ク
（
西
区
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
勉
強
会
）
2
0
1
6
/
1
0
/
1
4
（
金
）

3
2

主
任

介
護

支
援

専
門

員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
～

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

「
地

域
」
を
観

る
視

点
に
つ
い
て
（
事

例
を
通

し
て
考

え
る
）

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク
（
尾

道
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
6
/
1
0
/
1
7
（
月
）

3
3

府
中

地
区

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

定
例

研
修

会
～

主
任

介
護

支
援

専
門

員
の

求
め
ら
れ

る
機

能
と
役

割
～

府
中

地
区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
6
/
1
0
/
1
8
（
火
）

3
4

主
任

ケ
ア
マ
ネ
部

会
研

修
～

指
導

の
た
め
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
の
再
確
認
～

広
島

市
安
佐
北
区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
6
/
1
0
/
2
5
（
火
）

3
5

管
理

者
・
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
た
め
の

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
運
営
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
育
成

福
山
ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
6
/
1
0
/
2
7
（
木
）

3
6

平
成

2
8
年

度
　
実

務
研

修
実

習
指

導
者

養
成

研
修
（
福
山
会
場
）

一
般

社
団
法
人
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

2
0
1
6
/
1
0
/
6
（
木
）

3
7

平
成

2
8
年

度
　
実

務
研

修
実

習
指

導
者

養
成

研
修
（
広
島
会
場
）

一
般

社
団
法
人
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

2
0
1
6
/
1
0
/
1
4
（
金
）

3
8

西
南
部
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
議
会
　
第
2
回
大
規
模
研
修
会
～
利
用
者
中
心
の
支
援
と
地
域
ケ
ア
会
議
に
つ
い
て
～

福
山
ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
6
/
1
1
/
1
8
（
金
）

3
9

介
護

支
援

専
門

員
・
主

任
介

護
支

援
専

門
員

研
修
～
地
域
包
括
ケ
ア
を
見
据
え
て
介
護
支
援
専
門
員
の
役
割
～

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
6
/
1
1
/
2
8
（
月
）

4
0

府
中

地
区

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

定
例

研
修

会
～

地
域

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

役
割

と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の

連
携

の
留

意
点

～
府

中
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
（
府
中
地
区
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
）
2
0
1
6
/
1
1
/
2
4
（
木
）

4
1

平
成

2
8
年

度
第

4
回

大
竹

市
介

護
支

援
専

門
員
連
絡
協
議
会
研
修
会
～
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
～

大
竹

ブ
ロ
ッ
ク
（
大

竹
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
6
/
1
1
/
1
7
（
木
）

4
2

平
成

2
8
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者
に
焦
点
を
当
て
た
事
例
検
討
会
」
④

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク
（
尾

道
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
6
/
1
2
/
1
3
（
火
）

4
3

平
成
2
8
年
度
第
1
回
中
区
主
任
介

護
支
援
専
門
員
研
修
会
～
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
お
こ
な
う
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
～

広
島

市
中
区
ブ
ロ
ッ
ク
（
広
島
市
中
区
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
会
）
2
0
1
7
/
2
/
7
（
火
）

4
4

介
護

支
援

専
門
員
指
導
者
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
～
専
門
研
修
に
お
け
る
事
例
研
究
の
進
め
方
～

一
般

社
団
法
人
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

2
0
1
6
/
1
2
/
1
0
（
土
）

4
5

介
護

支
援

専
門
員
指
導
者
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
～
専
門
研
修
に
お
け
る
事
例
研
究
の
進
め
方
～

一
般

社
団
法
人
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

2
0
1
6
/
1
2
/
1
1
（
日
）

4
6

平
成

2
8
年

度
実

務
研

修
指

導
者

養
成

研
修

～
新
カ
リ
ュ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
講
義
・
演
習
の
進
め
方
～

一
般

社
団
法
人
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

2
0
1
6
/
1
2
/
1
0
（
土
）

4
7

平
成

2
8
年

度
実

務
研

修
指

導
者

養
成

研
修

～
新
カ
リ
ュ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
講
義
・
演
習
の
進
め
方
～

一
般

社
団
法
人
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

2
0
1
6
/
1
2
/
1
1
（
日
）

4
8

主
任

介
護

支
援
専
門
員
・
介
護
支
援
専
門
員
研
修
～
各
疾
病
の
概
要
と
、
そ
の
症
状
を
理
解
し
、
関
係
職
種
と
連
携
し
よ
う
～

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
1
/
2
3
（
月
）

4
9

平
成

2
8
年

度
第

2
回

実
務

研
修

指
導

者
養

成
研
修
～
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
講
義
・
演
習
の
進
め
方
～

一
般

社
団
法
人
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

2
0
1
7
/
1
/
2
1
（
土
）

5
0

地
域

ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
と
社

会
資

源
の

開
発
学
習
会
～
事
例
検
討
会
か
ら
の
一
考
察
～

広
島

市
南
区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
2
/
9
（
木
）

5
1

府
中

地
区

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

定
例
研
修
会
～
看
取
り
に
つ
い
て
～

府
中

地
区
ブ
ロ
ッ
ク
（
府
中
地
区
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
）
2
0
1
7
/
1
/
3
0
（
月
）

5
2

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
求

め
ら
れ

る
「
地

域
支

援
」
と
は
？
～
地
域
を
と
ら
え
る
視
点
と
方
法
～

三
原

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
2
/
1
4
（
火
）

5
3

広
島

市
佐

伯
区

ブ
ロ
ッ
ク
研

修
会

～
主

任
介

護
支
援
専
門
員
と
し
て
「
地
域
」
を
と
ら
え
る
視
点
と
方
法
～

広
島
市
佐
伯
区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
3
/
1
5
（
水
）

5
4

質
の

高
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実

践
に
関

す
る
研

修
～

チ
ー
ム
の

連
携

力
を
高

め
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

知
識

と
ス
キ
ル

　
～

広
島

市
南
区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
3
/
2
4
（
金
）

5
5

ケ
ア
マ
ネ
業
務
向
上
研
修
会
～
実
務
研
修
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
実

習
指

導
者

の
指

導
方

法
に
つ
い
て
～

広
島

市
東
区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
2
/
6
（
月
）

5
6

主
任
介
護
支
援
専
門
員
・
介
護
支
援
専
門
員
研
修
～
ＩＣ

Ｆ
の

視
点

に
基

づ
い
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

立
案

の
仕

方
、
考

え
方

に
つ
い
て
～

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
3
/
2
7
（
月
）

5
7

平
成

2
8
年

度
第

3
回

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指

導
者

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
研
修

一
般

社
団
法
人
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

2
0
1
7
/
3
/
7
（
火
）

5
8

平
成

2
8
年

度
第

3
回

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指

導
者

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
研
修

一
般

社
団
法
人
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

2
0
1
7
/
3
/
1
1
（
土
）

5
9

主
任

ケ
ア
マ
ネ
部

会
研

修
～

介
護

支
援

専
門
員
実
務
研
修
実
習
生
指
導
の
再
確
認
～

広
島

市
安
佐
北
区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
3
/
7
（
火
）

6
0

平
成

2
8
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者
に
焦
点
を
当
て
た
事
例
検
討
会
」
⑤

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク
（
尾

道
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
7
/
3
/
2
1
（
火
）

7



平
成

２
９

年
度

　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

更
新

研
修

の
受

講
要

件
を

満
た

す
研

修
一

覧

番
号

研
修

名
称

主
催

者
実

施
年

月
日

1
平

成
２

９
年

度
主

任
介

護
支

援
専

門
員

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
（
オ

ー
プ

ン
）
研

修
一

般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
2
0
1
7
/
4
/
2
2
（
土

）

2
福

山
ブ

ロ
ッ

ク
会

　
福

山
地

区
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

究
会

　
合

同
研

修
会

～
『
目

標
設

定
で

良
く
な

る
ケ

ア
プ

ラ
ン

』
～

福
山

ブ
ロ

ッ
ク

会
2
0
1
7
/
4
/
2
5
（
火

）

3
佐

伯
区

主
任

介
護

支
援

専
門

員
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
研

修
会

～
事

例
検

討
会

の
必

要
性

と
進

め
方

～
広

島
市

佐
伯

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
7
/
5
/
1
1
（
木

）

4
生

活
支

援
体

制
整

備
事

業
研

修
会

広
島

県
地

域
包

括
・
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
協

議
会

2
0
1
7
/
5
/
1
1
（
木

）

5
主

任
介

護
支

援
専

門
員

　
介

護
支

援
専

門
員

研
修

～
ＩＣ

Ｆ
の

視
点

に
基

づ
い

た
ケ

ア
プ

ラ
ン

の
立

案
の

仕
方

、
考

え
方

②
～

世
羅

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
7
/
5
/
1
5
（
月

）

6
主

任
介

護
支

援
専

門
員

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
会

～
事

例
提

供
者

に
焦

点
を

当
て

た
事

例
検

討
会

～
海

田
町

・
坂

町
ブ

ロ
ッ

ク
会

2
0
1
7
/
5
/
2
3
（
火

）

7
福

山
ブ

ロ
ッ

ク
会

　
福

山
地

区
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

究
会

　
合

同
研

修
会

～
『
事

例
提

供
者

に
焦

点
を

あ
て

た
事

例
検

討
会

』
を

学
ぶ

～
福

山
ブ

ロ
ッ

ク
会

2
0
1
7
/
6
/
2
7
（
火

）

8
平

成
2
9
年

度
第

1
回

大
竹

市
介

護
支

援
専

門
員

連
絡

協
議

会
研

修
会

～
グ

リ
ー

フ
ケ

ア
～

大
竹

ブ
ロ

ッ
ク

（
大

竹
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
7
/
5
/
1
8
（
木

）

9
精

神
科

医
療

と
介

護
と

の
連

携
に

関
す

る
研

修
会

三
原

市
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
7
/
6
/
1
2
（
月

）

1
0

平
成

2
9
年

度
第

1
回

ケ
ア

プ
ラ

ン
点

検
研

修
～

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
基

本
的

考
え

方
の

確
認

～
広

島
県

2
0
1
7
/
5
/
3
0
（
火

）

1
1

平
成

2
9
年

度
第

1
回

中
区

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
会

～
日

常
場

面
で

行
う

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

（
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
実

践
例

　
そ

の
１

）
～

広
島

市
中

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
7
/
6
/
1
6
（
金

）
午

前

1
2

平
成

2
9
年

度
第

1
回

中
区

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
会

～
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

に
求

め
ら

れ
る

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
Ⅰ

～
広

島
市

中
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
7
/
6
/
1
6
（
金

）
午

後

1
3

ケ
ア

マ
ネ

業
務

向
上

研
修

会
～

主
任

介
護

支
援

専
門

員
が

行
う

地
域

の
介

護
支

援
専

門
員

の
人

材
育

成
に

必
要

と
さ

れ
る

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

活
用

実
践

～
広

島
市

東
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
7
/
6
/
2
0
（
火

）

1
4

平
成

2
9
年

度
第

3
回

中
区

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
会

～
日

常
場

面
で

行
う

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

（
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
実

践
例

　
そ

の
２

）
～

広
島

市
中

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
7
/
8
/
1
8
（
金

）
午

前

1
5

平
成

2
9
年

度
第

4
回

中
区

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
会

～
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

に
求

め
ら

れ
る

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
Ⅱ

～
広

島
市

中
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
7
/
8
/
1
8
（
金

）
午

後

1
6

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
～

地
域

同
行

型
研

修
に

つ
い

て
～

広
島

市
西

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
7
/
6
/
2
3
（
金

）

1
7

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
～

主
任

介
護

支
援

専
門

員
が

指
導

す
る

在
宅

医
療

の
知

識
と

ポ
イ

ン
ト

～
広

島
市

安
佐

北
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
7
/
6
/
2
3
（
金

）

1
8

ケ
ア

マ
ネ

業
務

向
上

研
修

会
～

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
に

つ
い

て
～

広
島

市
東

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
7
/
1
1
/
2
1
 （

火
）

1
9

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

リ
ー

ダ
ー

研
修

広
島

県
地

域
包

括
・
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
協

議
会

2
0
1
7
/
7
/
1
4
 （

金
）
・
 8

/
2
5
 （

金
）

2
0

主
任

介
護

支
援

専
門

員
対

象
研

修
～

主
任

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
の

た
め

の
人

材
育

成
と

支
援

の
ポ

イ
ン

ト
～

広
島

市
安

佐
南

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
7
/
7
/
2
4
 （

月
）

2
1

ケ
ア

マ
ネ

業
務

向
上

研
修

会
～

主
任

介
護

支
援

専
門

員
に

必
要

な
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
技

術
と

コ
ー

チ
ン

グ
に

つ
い

て
～

広
島

市
東

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
7
/
9
/
1
9
 （

火
）

8



平
成

２
９

年
度

　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

更
新

研
修

の
受

講
要

件
を

満
た

す
研

修
一

覧

番
号

研
修

名
称

主
催

者
実

施
年

月
日

2
2

事
例

検
討

会
の

必
要

性
と

進
め

方
～

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

の
役

割
と

は
～

②
（
実

践
編

）
広

島
市

佐
伯

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
7
/
7
/
1
3
 （

木
）

2
3

主
任

介
護

支
援

専
門

員
対

象
研

修
～

地
域

の
社

会
資

源
の

発
掘

と
活

用
～

広
島

市
安

佐
南

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
7
/
8
/
3
0
 （

水
）

2
4

緩
和

ケ
ア

　
介

護
支

援
専

門
員

・
地

域
連

携
職

種
研

修
　

実
践

コ
ー

ス
（
１

日
目

）
広

島
県

緩
和

ケ
ア

支
援

セ
ン

タ
ー

2
0
1
7
/
9
/
1
2
 （

火
）

2
5

緩
和

ケ
ア

　
介

護
支

援
専

門
員

・
地

域
連

携
職

種
研

修
　

実
践

コ
ー

ス
（
２

日
目

）
広

島
県

緩
和

ケ
ア

支
援

セ
ン

タ
ー

2
0
1
7
/
9
/
2
0
 （

水
）

2
6

平
成

3
0
年

度
の

介
護

保
険

改
正

に
向

け
て

・
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

現
状

に
つ

い
て

世
羅

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
7
/
7
/
3
1
 （

月
）

2
7

事
例

検
討

会
～

野
中

式
を

活
用

し
て

～
尾

道
ブ

ロ
ッ

ク
（
尾

道
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
7
/
8
/
2
4
 （

木
）

2
8

佐
伯

区
主

任
介

護
支

援
専

門
員

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

研
修

会
～

対
人

援
助

に
お

け
る

相
談

面
接

技
術

～
【
実

践
編

】
広

島
市

佐
伯

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
7
/
8
/
2
4
 （

木
）

2
9

ケ
ア

マ
ネ

業
務

向
上

研
修

会
～

介
護

支
援

専
門

員
に

必
要

と
さ

れ
る

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
～

広
島

市
東

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
7
/
1
0
/
1
0
 （

火
）

3
0

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
～

主
任

介
護

支
援

専
門

員
に

必
要

な
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
の

技
術

に
つ

い
て

～
広

島
市

西
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
7
/
8
/
1
0
 （

木
）

3
1

質
の

高
い

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

実
践

に
関

す
る

研
修

～
チ

ー
ム

の
連

携
力

を
高

め
る

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

知
識

と
ス

キ
ル

～
広

島
市

南
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
7
/
9
/
1
2
 （

火
）

3
2

「
地

域
を

知
る

」
～

地
域

の
中

で
主

任
ケ

ア
マ

ネ
に

求
め

ら
れ

る
も

の
～

呉
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
7
/
9
/
9
 （

土
）

3
3

事
例

検
討

会
の

す
す

め
方

～
事

例
検

討
を

と
お

し
て

考
え

る
～

三
次

市
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
7
/
8
/
1
0
 （

木
）

3
4

福
山

ブ
ロ

ッ
ク

会
・
西

南
部

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

協
議

会
　

共
催

研
修

会
～

複
合

事
例

を
多

職
種

で
支

え
る

為
の

企
画

力
に

つ
い

て
～

福
山

ブ
ロ

ッ
ク

会
2
0
1
7
/
9
/
1
5
 （

金
）

3
5

グ
ル

ー
プ

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

を
用

い
て

の
事

例
提

供
者

に
焦

点
を

当
て

た
事

例
検

討
会

三
原

市
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
7
/
9
/
1
9
 （

火
）

3
6

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
～

事
例

検
討

会
の

す
す

め
方

～
広

島
市

安
佐

北
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
7
/
1
0
/
2
5
 （

水
）

3
7

介
護

予
防

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

け
る

指
導

の
視

点
～

広
島

市
版

ア
セ

ス
メ

ン
ト

シ
ー

ト
か

ら
介

護
予

防
ケ

ア
プ

ラ
ン

に
移

行
す

る
時

の
考

え
方

～
広

島
市

安
佐

北
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
7
/
8
/
2
2
 （

火
）

3
8

事
例

検
討

会
の

必
要

性
と

進
め

方
～

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

の
役

割
と

は
～

③
（
実

践
編

）
広

島
市

佐
伯

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
7
/
9
/
1
9
 （

火
）

3
9

平
成

2
9
年

度
実

務
研

修
実

習
指

導
者

養
成

研
修

～
介

護
支

援
専

門
員

実
務

研
修

実
習

に
お

け
る

主
任

介
護

支
援

専
門

員
の

役
割

と
視

点
～

（
福

山
会

場
）

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
9
/
2
5
 （

月
）

4
0

平
成

2
9
年

度
実

務
研

修
実

習
指

導
者

養
成

研
修

～
介

護
支

援
専

門
員

実
務

研
修

実
習

に
お

け
る

主
任

介
護

支
援

専
門

員
の

役
割

と
視

点
～

（
広

島
会

場
）

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
9
/
2
8
 （

木
）

4
1

介
護

支
援

専
門

員
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
会

～
管

理
者

・
主

任
介

護
支

援
専

門
員

に
必

要
な

運
営

基
準

、
ケ

ア
プ

ラ
ン

点
検

の
視

点
～

庄
原

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
7
/
9
/
6
 （

水
）

4
2

介
護

支
援

専
門

員
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
会

～
地

域
包

括
ケ

ア
の

基
本

視
点

と
医

療
介

護
の

連
携

を
学

ぶ
～

庄
原

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
7
/
9
/
1
4
 （

木
）

9



平
成

２
９

年
度

　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

更
新

研
修

の
受

講
要

件
を

満
た

す
研

修
一

覧

番
号

研
修

名
称

主
催

者
実

施
年

月
日

4
3

専
門

職
等

に
よ

る
多

職
種

連
携

を
実

践
す

る
た

め
に

「
先

生
、

教
え

て
く
だ

さ
い

。
上

手
な

医
療

・
介

護
の

連
携

の
仕

方
」

世
羅

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
7
/
9
/
1
1
 （

月
）

4
4

高
齢

者
が

か
か

り
や

す
い

病
気

の
特

性
（
呼

吸
器

疾
患

）
に

つ
い

て
一

般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
2
0
1
7
/
9
/
1
6
 （

土
）
 午

前

4
5

ケ
ア

マ
ネ

が
知

ら
な

い
と

い
け

な
い

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

～
地

域
共

生
社

会
の

実
現

に
向

け
て

～
一

般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
2
0
1
7
/
9
/
1
6
 （

土
）
 午

後

4
6

平
成

2
9
年

度
第

3
回

大
竹

市
介

護
支

援
専

門
員

連
絡

協
議

会
研

修
会

～
事

例
検

討
会

～
大

竹
ブ

ロ
ッ

ク
（
大

竹
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
7
/
9
/
2
1
 （

木
）

4
7

福
山

ブ
ロ

ッ
ク

会
　

福
山

地
区

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
究

会
　

合
同

研
修

会
～

『
精

神
疾

患
に

お
け

る
ケ

ア
プ

ラ
ン

の
ポ

イ
ン

ト
』
～

福
山

ブ
ロ

ッ
ク

会
2
0
1
7
/
1
0
/
2
4
 （

火
）

4
8

府
中

地
区

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

定
例

研
修

会
～

療
養

生
活

の
援

助
「
訪

問
看

護
の

ち
か

ら
～

共
に

生
き

る
～

」
～

府
中

地
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
7
/
1
0
/
2
4
 （

火
）

4
9

地
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く
り

と
社

会
資

源
の

開
発

～
地

域
で

暮
ら

す
と

は
：
当

事
者

の
生

活
を

オ
ー

ル
で

支
え

る
自

立
支

援
型

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

～
広

島
市

南
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
7
/
1
2
/
1
1
 （

月
）

5
0

地
域

を
基

盤
と

し
た

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

機
能

を
強

化
す

る
た

め
に

～
最

新
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

に
関

す
る

知
識

と
技

術
を

獲
得

す
る

た
め

に
～

福
山

ブ
ロ

ッ
ク

会
2
0
1
8
/
1
/
2
3
 （

火
）

5
1

平
成

2
9
年

度
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
「
事

例
提

供
者

に
焦

点
を

当
て

た
事

例
検

討
会

」
～

大
分

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

と
の

合
同

研
修

～
尾

道
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
7
/
1
0
/
1
3
 （

金
）

5
2

平
成

2
9
年

度
ケ

ア
プ

ラ
ン

作
成

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
演

習
（
第

1
部

）
～

IC
F
の

視
点

で
ア

セ
ス

メ
ン

ト
か

ら
ニ

ー
ズ

を
導

き
、

自
立

支
援

に
資

す
る

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
学

ぶ
～

（
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
と

し
て

参
加

）
広

島
市

中
区

ブ
ロ

ッ
ク

（
広

島
市

）
詳

細
は

H
P

を
確

認
く
だ

さ
い

5
3

平
成

2
9
年

度
ケ

ア
プ

ラ
ン

作
成

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
演

習
（
第

2
部

）
～

自
立

支
援

に
資

す
る

ケ
ア

プ
ラ

ン
作

成
～

広
島

市
中

区
ブ

ロ
ッ

ク
（
広

島
市

）
2
0
1
7
/
1
2
/
1
8
 （

月
）

5
4

マ
イ

ク
ロ

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
技

法
を

用
い

た
話

の
聴

き
方

尾
道

ブ
ロ

ッ
ク

（
尾

道
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
7
/
1
2
/
1
2
 （

火
）

5
5

事
例

検
討

会
の

必
要

性
と

進
め

方
～

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

の
役

割
と

は
～

④
（
実

践
編

）
広

島
市

佐
伯

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
7
/
1
1
/
7
 （

火
）

5
6

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

地
域

住
民

力
の

発
揮

へ
の

働
き

か
け

広
島

市
南

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
8
/
2
/
2
0
 （

火
）

5
7

平
成

2
9
年

度
第

1
回

大
竹

ブ
ロ

ッ
ク

研
修

会
～

地
域

医
療

介
護

連
携

に
お

け
る

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

～
大

竹
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
7
/
1
2
/
1
9
 （

火
）

5
8

平
成

2
9
年

度
第

1
回

実
務

研
修

指
導

者
養

成
研

修
一

般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
2
0
1
7
/
1
2
/
9
 （

土
）

5
9

平
成

2
9
年

度
第

2
回

主
任

介
護

支
援

専
門

員
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

（
オ

ー
プ

ン
）
研

修
一

般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
2
0
1
7
/
1
2
/
2
2
 （

金
）

6
0

第
1
回

福
山

ブ
ロ

ッ
ク

会
　

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
～

IC
F
の

視
点

を
踏

ま
え

た
自

立
支

援
型

ケ
ア

プ
ラ

ン
の

作
成

に
つ

い
て

～
福

山
ブ

ロ
ッ

ク
会

2
0
1
8
/
1
/
1
3
 （

土
）

6
1

生
活

支
援

体
制

整
備

事
業

と
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

の
役

割
～

明
日

か
ら

ケ
ア

マ
ネ

が
地

域
で

で
き

る
こ

と
～

海
田

町
・
坂

町
ブ

ロ
ッ

ク
会

2
0
1
8
/
1
/
1
6
 （

火
）

6
2

地
域

包
括

ケ
ア

時
代

に
お

け
る

主
任

介
護

支
援

専
門

員
の

役
割

世
羅

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
1
/
1
5
 （

月
）

6
3

広
島

市
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
指

導
者

専
門

研
修

（
演

習
編

）
一

般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
（
広

島
市

）
2
0
1
8
/
1
/
1
5
 （

月
）
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平
成

２
９

年
度

　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

更
新

研
修

の
受

講
要

件
を

満
た

す
研

修
一

覧

番
号

研
修

名
称

主
催

者
実

施
年

月
日

6
4

広
島

市
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
従

事
者

研
修

（
演

習
編

）
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
と

し
て

参
加

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

（
広

島
市

）
2
0
1
8
/
1
/
1
9
 （

金
）

6
5

府
中

地
区

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

定
例

研
修

会
～

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

総
論

・
IC

F
の

視
点

で
自

立
支

援
を

考
え

る
～

府
中

地
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
1
/
3
0
 （

火
）

6
6

平
成

2
9
年

度
主

任
介

護
支

援
専

門
員

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
（
ク

ロ
ー

ズ
ド

）
研

修
一

般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
2
0
1
8
/
1
/
2
3
 （

火
）
・
2
/
1
3
（
火

）
・
2
/
2
0
（
火

）
・
3
/
1
（
木

）
・
3
/
3
（
土

）

6
7

地
域

ケ
ア

会
議

と
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
支

援
を

考
え

る
～

自
立

支
援

と
地

域
課

題
解

決
の

取
り

組
み

手
法

～
廿

日
市

市
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
8
/
2
/
7
 （

水
）

6
8

三
原

市
ブ

ロ
ッ

ク
第

4
回

研
修

会
～

主
任

介
護

支
援

専
門

員
の

た
め

の
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

の
運

営
と

介
護

支
援

専
門

員
の

育
成

～
三

原
市

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
2
/
1
4
 （

水
）

6
9

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
～

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
共

に
行

う
町

づ
く
り

～
広

島
市

西
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
3
/
1
6
 （

金
）

7
0

平
成

2
9
年

度
第

2
回

大
竹

ブ
ロ

ッ
ク

研
修

会
～

地
域

医
療

介
護

連
携

に
お

け
る

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

Ⅱ
～

大
竹

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
1
/
2
3
 （

火
）

7
1

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
～

主
任

が
知

っ
て

お
く
べ

き
介

護
報

酬
・
診

療
報

酬
改

定
の

ポ
イ

ン
ト

～
広

島
市

西
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
2
/
1
4
 （

水
）

7
2

専
門

医
に

学
ぶ

、
ケ

ア
プ

ラ
ン

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

～
高

齢
者

に
見

ら
れ

る
精

神
症

状
と

精
神

疾
患

の
理

解
～

東
広

島
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
8
/
2
/
1
6
 （

金
）

7
3

府
中

地
区

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

定
例

研
修

会
「
一

人
一

人
が

暮
ら

し
や

す
い

地
域

を
め

ざ
し

て
」
～

権
利

を
擁

護
す

る
と

は
何

か
～

府
中

地
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
2
/
2
7
 （

火
）

7
4

平
成

2
9
年

度
第

3
回

大
竹

ブ
ロ

ッ
ク

研
修

会
～

地
域

医
療

介
護

連
携

に
お

け
る

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

Ⅲ
～

大
竹

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
2
/
2
0
 （

火
）

7
5

平
成

2
9
年

度
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
指

導
者

・
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
養

成
研

修
一

般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
2
0
1
8
/
2
/
1
8
 （

日
）

7
6

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

「
効

果
的

な
質

問
の

作
り

方
に

つ
い

て
」
～

コ
ー

チ
ン

グ
理

論
に

基
づ

い
た

質
問

力
の

向
上

～
広

島
市

安
芸

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
8
/
2
/
2
1
 （

水
）

7
7

平
成

3
0
年

度
医

療
介

護
保

険
ダ

ブ
ル

改
正

に
向

け
て

我
々

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
の

や
る

べ
き

こ
と

～
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

向
上

～
広

島
市

安
芸

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
8
/
3
/
8
 （

木
）

7
8

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

向
け

て
～

先
進

地
の

取
り

組
み

事
例

に
学

ぶ
～

海
田

町
・
坂

町
ブ

ロ
ッ

ク
会

2
0
1
8
/
3
/
1
 （

木
）

7
9

平
成

2
9
年

度
第

4
回

大
竹

ブ
ロ

ッ
ク

研
修

会
～

地
域

医
療

介
護

連
携

に
お

け
る

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

Ⅳ
～

大
竹

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
3
/
1
3
 （

火
）

8
0

府
中

地
区

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

定
例

研
修

会
～

「
障

が
い

福
祉

」
「
介

護
保

険
」
制

度
の

狭
間

を
切

れ
目

な
く
支

援
す

る
た

め
に

～
府

中
地

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
8
/
3
/
2
9
 （

木
）

8
1

主
任

介
護

支
援

専
門

員
と

し
て

障
害

施
策

・
権

利
擁

護
の

諸
制

度
を

学
ぶ

世
羅

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
3
/
1
9
 （

月
）

8
2

平
成

3
0
年

度
医

療
介

護
報

酬
同

時
改

定
と

今
後

の
動

向
廿

日
市

市
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
8
/
3
/
2
2
 （

木
）

8
3

新
し

い
介

護
保

険
制

度
に

関
す

る
研

修
～

2
0
1
8
年

4
月

診
療

報
酬

・
介

護
報

酬
改

定
で

現
場

は
ど

う
な

る
の

か
を

考
え

る
～

広
島

市
南

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
8
/
3
/
2
7
 （

火
）
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平
成

３
０
年

度
　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

更
新

研
修

の
受

講
要

件
を
満
た
す
研
修
一
覧

番
号

研
修

名
称

主
催
者

実
施
年
月
日

1
平

成
3
0
年

度
第

1
回

主
任

介
護

支
援

専
門

員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
オ
ー
プ
ン
）
研

修
一

般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
2
0
1
8
/
4
/
1
4
（
土

）

2
西
区
主
任
ケ
ア
マ
ネ
部

会
　
主

任
ケ
ア
マ
ネ
研

修
会
～
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
を
高
め
る
①
～

広
島

市
西

区
ブ
ロ
ッ
ク
・
広

島
市

佐
伯

区
ブ

ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
4
/
1
1
（
水

）

3
今
、
介
護
支

援
専

門
員

に
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
は

～
平

成
3
0
年
度

改
正

後
の

主
任

介
護

支
援

専
門

員
の

役
割

に
つ

い
て
～

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
5
/
2
9
（
火

）

4
ケ
ア
マ
ネ
業
務
向

上
研

修
会

～
主

任
介

護
支

援
専
門
員
の
支
援
に
い
か
す
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
自
分
も

相
手

も
大

切
に
す
る
考

え
方

）
～

広
島

市
東

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
6
/
1
9
（
火

）

5
ケ
ア
マ
ネ
業
務
向

上
研

修
会

～
主

任
介

護
支

援
専
門
員
の
地
域
で
の
役
割
・
社
会
資
源
の
開
発
の
仕
方
～

広
島

市
東

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
9
/
1
8
（
火

）

6
平
成
3
0
年
度
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

等
管

理
者
研
修

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
8
/
4
/
2
6
（
木

）
広

島
2
0
1
8
/
4
/
2
8
（
土

）
福

山

7
平

成
3
0
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者

に
焦

点
を
当

て
た
事

例
検

討
会

」
　
パ

ー
ト
1
講

義
編

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
5
/
1
5
（
火

）

8
平

成
3
0
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者

に
焦

点
を
当

て
た
事

例
検

討
会

」
　
パ

ー
ト
2
実

践
編

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
5
/
3
1
（
木

）

9
ケ
ア
マ
ネ
業
務
向

上
研

修
会

～
主

任
介

護
支

援
専
門
員
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
地
域
づ
く
り
へ
の
参
画
に
つ
い
て
～

広
島

市
東

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
5
/
2
2
（
火

）

1
0

平
成

3
0
年

度
介

護
保

険
改

正
に
基

づ
き
制

度
改

革
内

容
の

理
解

と
実

践
上

の
留

意
点

に
つ
い
て

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
5
/
2
1
（
月

）

1
1

平
成

3
0
年

度
一

般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
三

原
市

ブ
ロ
ッ
ク
第

2
回

研
修

会
～

地
域

を
視

野
に
入

れ
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
～

三
原

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
6
/
2
0
（
水

）

1
2

社
会

福
祉

援
助

技
術

（
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
）
～

援
助

関
係

論
～

府
中

地
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
5
（
木

）

1
3

平
成

3
0
年

度
第

2
回

主
任

介
護

支
援

専
門

員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
オ
ー
プ
ン
）
研

修
～

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク

～
一

般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
2
0
1
8
/
6
/
1
2
（
火

）

1
4

平
成

3
0
年

度
第

2
回

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク
～

行
動

変
容

を
促

す
コ
ー
チ
ン
グ
～

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
6
/
1
5
（
金

）

1
5

平
成

3
0
年

度
第

4
回

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク
～

気
づ
き
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ス
ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ
ン
～

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
5
（
木

）

1
6

主
任

介
護

支
援

専
門

員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
～

我
が

事
・
丸

ご
と

地
域

共
生

社
会

の
実

現
に
向

け
て
、
障

害
者

制
度

の
理

解
を
深

め
る
～

呉
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
6
/
2
1
（
木
）

1
7

安
佐

南
ブ
ロ
ッ
ク
法

定
外

研
修

　
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
～

事
例

検
討

を
通

じ
て
～

広
島

市
安

佐
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
9
（
月

）

1
8

平
成

3
0
年

度
第

3
回

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク
～

行
動

変
容

を
促

す
ア
プ
ロ
ー
チ
の

実
践

～
広

島
市

中
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
6
/
1
5
（
金

）
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平
成

３
０
年

度
　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

更
新

研
修

の
受

講
要

件
を
満
た
す
研
修
一
覧

番
号

研
修

名
称

主
催
者

実
施
年
月
日

1
9

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実

践
で
必

要
と
な
る
相

談
援

助
の

知
識

と
技

術
～

基
礎

か
ら
応

用
ま
で
～

第
1
回

「
利

用
者

の
意

向
の

把
握

と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
面

接
」

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
7
/
2
4
（
火

）

2
0

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実

践
で
必

要
と
な
る
相

談
援

助
の
知
識
と
技
術
～
基
礎
か
ら
応
用

ま
で
～
第

2
回

「
利

用
者

の
自

立
を

支
え
る
相

談
援

助
面

接
」

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
8
/
2
8
（
火

）

2
1

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実

践
で
必

要
と
な
る
相

談
援

助
の

知
識

と
技

術
～

基
礎

か
ら
応
用

ま
で
～
第

3
回

「
援

助
を
求
め
て
こ

な
い
利
用
者

へ
の

相
談

援
助

面
接

」
福

山
ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
9
/
1
8
（
火

）

2
2

平
成

3
0
年

度
第

5
回

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク
～

相
談

援
助

に
お
け
る
面
接
技
術
～

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
5
（
木

）

2
3

地
域

包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

機
能

と
役

割
～

制
度

改
正

と
私

た
ち
が

今
、
取

り
組

む
べ

き
具

体
的
な
ポ
イ
ン
ト
～

三
次

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
1
9
（
木

）

2
4

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

質
向

上
を
目

指
し
て
～

新
し
い
制

度
・
介

護
報

酬
と
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

ポ
イ
ン
ト
整

理
～

庄
原

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
7
/
3
0
（
月

）

2
5

実
践

的
地

域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は

～
事

例
を
ま
じ
え
て
～

広
島

市
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
8
/
2
7
（
月

）

2
6

地
域

包
括

支
援

セ
ン
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
研

修
広

島
県

地
域

包
括

・
在

宅
介

護
支

援
セ
ン

タ
ー
協

議
会

2
0
1
8
/
9
/
2
6
（
水

）
2
0
1
8
/
1
0
/
2
4
（
水

）

2
7

在
宅
支
援
に
あ
た
り
歯

科
医

と
主

任
介

護
支

援
専

門
員
の
連
携
を
学
ぶ

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
2
3
（
月

）

2
8

平
成

3
0
年

度
第

2
回

大
竹

市
介

護
支

援
専

門
員

連
絡

協
議

会
研

修
会

～
看

取
り
期

に
お
け
る
指

導
事

例
の

事
例

検
討

会
～

大
竹
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
1
9
（
木
）

2
9

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

・
西

南
部

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協

議
会

共
催

研
修

会
～

自
立

を
支

え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
9
/
2
1
（
金

）

3
0

主
任

介
護

支
援

専
門

員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～

主
任

ケ
ア
マ
ネ
に
求

め
ら
れ

る
リ
ス
ク
管

理
と
は

～
呉
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
9
/
1
（
土
）

3
1

西
区
・
佐
伯
区

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
会

～
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
を
高
め
る
②
～

広
島

市
西

区
ブ
ロ
ッ
ク
・
広

島
市

佐
伯

区
ブ

ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
8
/
2
2
（
水

）

3
2

主
任

介
護

支
援

専
門

員
に
期

待
さ
れ

る
地

域
づ
く
り
と
は

？
～

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
学
ぼ
う
～

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
9
/
2
5
（
火

）

3
3

退
院

時
の

リ
ハ

ビ
リ
サ

マ
リ
ー
・
リ
ハ

ビ
リ
計

画
書

等
の

見
方

～
ど
う
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力

を
高

め
る
か

～
広

島
市

安
佐

南
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
9
/
2
7
（
木

）

3
4

主
任
介
護
支

援
専

門
員

と
し
て
医

療
介

護
連

携
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
訪
問
看
護
に
つ
い
て
学

ぶ
世

羅
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
9
/
1
0
（
月

）

3
5

ソ
ー
シ
ャ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ワ
ー
ク
～

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
必
要
な
地
域
づ
く
り
を
学
ぶ
～

庄
原

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
9
/
1
1
（
火

）

3
6

平
成

3
0
年

度
居

宅
サ

ー
ビ
ス
計

画
作

成
演

習
～

疾
患

別
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
「
心

不
全

」
※

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
役

の
方

の
み

広
島

市
2
0
1
8
/
9
/
1
3
（
木

）
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平
成

３
０
年

度
　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

更
新

研
修

の
受

講
要

件
を
満
た
す
研
修
一
覧

番
号

研
修

名
称

主
催
者

実
施
年
月
日

3
7

主
任

介
護

支
援

専
門

員
と
し
て
の

共
生

社
会

に
お
け
る
チ
ー
ム
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
課
題
に
つ
い
て

広
島

市
安

佐
北

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
9
/
2
0
（
木

）

3
8

地
域

共
生

社
会

に
向

け
た
仕

組
み

づ
く
り
と
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
役

割
三

次
市

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
9
/
1
9
（
水

）

3
9

コ
ー
チ
ン
グ
理

論
に
基

づ
い
た
ケ
ア
マ
ネ
業

務
に
お
け
る
相
談
面
接
技
術
に
つ
い
て

広
島

市
安

芸
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
1
0
/
1
0
（
水

）

4
0

西
区
・
佐
伯
区

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
会

～
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
を
高
め
る
③
～

広
島

市
西

区
ブ
ロ
ッ
ク
・
広

島
市

佐
伯

区
ブ

ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
1
0
/
2
4
（
水

）

4
1

平
成

3
0
年

の
介

護
報

酬
改

定
で
見

え
て
き
た
主

任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

役
割

と
心

構
え

広
島

市
安

佐
北

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
1
1
/
1
4
（
水

）

4
2

安
芸

区
ブ
ロ
ッ
ク
合

同
研

修
会

～
事

例
検

討
で
の

ス
ー
パ

ー
バ

イ
ザ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
①
～

広
島

市
安

芸
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
1
0
/
1
1
（
木

）

4
3

H
3
0
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者

に
焦

点
を
当

て
た
事

例
検

討
会

」
①

安
芸

高
田

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
1
0
/
2
（
火

）

4
4

訪
問

看
護

サ
ー
ビ
ス
を
上

手
に
活

用
で
き
る
主

任
ケ
ア
マ
ネ
に
な
る

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
1
1
/
1
9
（
月

）

4
5

平
成

3
0
年

度
第

3
回

海
田

町
・
坂

町
ブ
ロ
ッ
ク
介

護
支
援
専
門
員
連
絡
会
議
～
薬
剤
師
と
ケ
ア
マ
ネ
の
連
携
に
つ
い
て
～

海
田

町
・
坂

町
ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
1
1
/
2
0
（
火

）

4
6

安
芸

区
ブ
ロ
ッ
ク
合

同
研

修
会

～
事

例
検

討
で
の

ス
ー
パ

ー
バ

イ
ザ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
②
～

広
島

市
安

芸
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
1
1
/
6
（
火

）

4
7

主
任

介
護
支

援
専

門
員

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
～

自
立

支
援

に
向

け
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
の
指

導
ポ
イ
ン
ト
を

学
ぶ
～

尾
道
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
1
1
/
1
2
（
月
）

4
8

平
成
3
0
年
度
実

務
研

修
実

習
指

導
者

養
成

研
修
（
広
島
会
場
）

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
8
/
1
1
/
1
（
木

）

4
9

平
成
3
0
年
度
実

務
研

修
実

習
指

導
者

養
成

研
修
（
福
山
会
場
）

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
8
/
1
1
/
1
3
（
火

）

5
0

広
島
市
介
護

予
防

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指

導
者

専
門
研
修
（
演
習
編
）

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

（
広

島
市

）
2
0
1
8
/
1
1
/
1
2
（
月

）

5
1

広
島

市
介

護
予

防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
従

事
者

研
修

（
演

習
編

）
※

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
役

の
方

の
み

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

（
広

島
市

）
2
0
1
8
/
1
1
/
2
1
（
水

）

5
2

安
芸

区
ブ
ロ
ッ
ク
合

同
研

修
会

～
事

例
検

討
で
の

ス
ー
パ

ー
バ

イ
ザ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
③
～

広
島

市
安

芸
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
1
1
/
2
6
（
月

）

5
3

地
域

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

府
中

地
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
1
1
/
2
6
（
月

）

5
4

H
3
0
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者

に
焦

点
を
当

て
た
事

例
検

討
会

」
②

安
芸

高
田

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
1
2
/
5
（
水

）
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平
成

３
０
年

度
　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

更
新

研
修

の
受

講
要

件
を
満
た
す
研
修
一
覧

番
号

研
修

名
称

主
催
者

実
施
年
月
日

5
5

広
島

市
南

区
ブ
ロ
ッ
ク
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
”
拡

大
”
研

究
会

～
質

の
高

い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実

践
～

広
島

市
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
1
2
/
1
2
（
水

）

5
6

西
区
・
佐
伯
区

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
会

～
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
を
高
め
る
④
～

広
島

市
西

区
ブ
ロ
ッ
ク
・
広

島
市

佐
伯

区
ブ

ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
1
2
/
2
6
（
水

）

5
7

退
院

時
等

に
お
け
る
医

療
的

視
点

を
中

心
と
し
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

竹
原

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
1
2
/
2
0
（
木

）

5
8

平
成
3
0
年
度
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
た
め
の

実
習
指
導
者
養
成
研
修
（
福
山
会
場
）

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
9
/
1
/
1
5
（
火

）

5
9

平
成
3
0
年
度
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
た
め
の

実
習
指
導
者
養
成
研
修
（
広
島
会
場
）

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
9
/
1
/
2
2
（
火

）

6
0

平
成

3
0
年

度
第

4
回

海
田

町
・
坂

町
ブ
ロ
ッ
ク
介

護
支

援
専

門
員

連
絡

会
議

～
病

気
と
生

活
に
つ
い
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
知

っ
て
お
く
こ
と
～

海
田

町
・
坂

町
ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
9
/
1
/
1
6
（
水

）

6
1

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
研

修
～

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
必
要
な
認
知
症
の
知
識
～

庄
原

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
1
2
/
1
3
（
木

）

6
2

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
総

合
実

施
計

画
書

・
退

院
時

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
報

告
書

の
見

方
～

広
島

市
佐

伯
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
1
/
2
1
（
月

）

6
3

主
任

介
護

支
援

専
門

員
・
介

護
支

援
専

門
員

研
修

～
高

齢
期

栄
養

と
介

護
予
防

対
策

（
フ
レ
イ
ル
・
サ
イ
コ
ペ
ニ
ア
対
策

で
介
護
予
防
）
～

世
羅
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
1
/
2
1
（
月
）

6
4

主
任

ケ
ア
マ
ネ
部

会
研

修
～

的
確

に
捉

え
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
技

法
～

広
島

市
安

佐
北

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
3
/
2
7
（
水

）

6
5

医
療

と
の

連
携

を
支

え
る
知

識
と
技

術
府

中
地

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
1
/
2
4
（
木

）

6
6

介
護

予
防

の
視

点
を
学

ぶ
～

IC
F
で
事

例
を
と
ら
え
、
指

導
に
向

け
た
視

点
で
考

え
る
～

府
中

地
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
1
/
2
8
（
月

）

6
7

課
題

整
理

総
括

表
の

基
本

理
解

～
"
つ
な
ぐ
"
を
か

た
ち
に
～

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
9
/
2
/
2
（
土

）

6
8

地
域

包
括

支
援

セ
ン
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
研

修
広

島
県

地
域

包
括

・
在

宅
介

護
支

援
セ
ン

タ
ー
協

議
会

2
0
1
9
/
1
/
2
4
（
木

）
2
0
1
9
/
2
/
2
1
（
木

）

6
9

安
佐

北
区

ブ
ロ
ッ
ク
研

修
～

地
域

包
括

支
援

セ
ン
タ
ー
と
取

り
組

み
た
い
地
域
作
り
～

広
島

市
安

佐
北

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
2
/
1
8
（
月

）

7
0

平
成
3
0
年
度
実

務
研

修
指

導
者

養
成

研
修

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
9
/
1
/
1
2
（
土

）

7
1

三
次

市
ブ
ロ
ッ
ク
研

修
会

～
事

例
を
と
お
し
て
自

立
支

援
と
自

律
支

援
を
考

え
る
～

三
次

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
2
/
2
2
（
金

）

7
2

平
成

3
0
年

度
研

修
講

師
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養

成
研

修
一

般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
2
0
1
9
/
2
/
1
1
（
祝

）
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平
成

３
０

年
度

　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

更
新

研
修

の
受

講
要

件
を

満
た

す
研

修
一

覧

番
号

研
修

名
称

主
催

者
実

施
年

月
日

7
3

ケ
ア

マ
ネ

業
務

向
上

研
修

会
～

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

の
役

割
と

心
得

～
広

島
市

東
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
9
/
2
/
1
2
（
火

）

7
4

災
害

支
援

リ
ー

ダ
ー

研
修

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
9
/
3
/
7
（
木

）

7
5

専
門

家
に

学
ぶ

、
ケ

ア
プ

ラ
ン

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

～
精

神
疾

患
の

あ
る

高
齢

者
ま

た
は

家
族

の
方

へ
の

支
援

に
つ

い
て

～
東

広
島

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
9
/
3
/
8
（
金

）

7
6

平
成

3
0
年

度
第

6
回

海
田

町
・
坂

町
ブ

ロ
ッ

ク
会

～
地

域
共

生
型

社
会

お
い

て
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

と
し

て
で

き
る

最
初

の
一

歩
～

海
田

町
・
坂

町
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
9
/
3
/
1
9
（
火

）

7
7

平
成

3
0
年

度
第

7
回

勉
強

会
～

「
虐

待
に

つ
い

て
」
事

例
を

も
と

に
～

廿
日

市
市

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
9
/
3
/
1
9
（
火

）

7
8

平
成

3
0
年

度
介

護
支

援
専

門
員

指
導

者
・
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
9
/
3
/
2
4
（
日

）

7
9

新
し

い
介

護
保

険
制

度
に

関
す

る
研

修
～

介
護

保
険

制
度

の
動

向
～

広
島

市
南

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
9
/
3
/
2
2
（
金

）

8
0

主
任

介
護

支
援

専
門

員
と

し
て

倫
理

・
法

令
遵

守
に

基
づ

く
虐

待
防

止
に

つ
い

て
学

ぶ
世

羅
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
9
/
3
/
1
8
（
月

）

※
問

合
せ

先
に

つ
い

て
は

、
当

会
Ｈ

Ｐ
（
ケ

ア
マ

ネ
の

輪
）
ま

た
は

広
島

県
の

Ｈ
Ｐ

を
参

照
く
だ

さ
い

。
  
 一

般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
ケ

ア
マ

ネ
の

輪
）
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